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たって、基本的な医療の提供に必要な人的、物的コスト  

必要な従事者のための人件費  

、基本的な診察用具等の設備  

療機関の維持に係る光熱費  

療機関の施設整備費  

初・再診料について  

第1現状と課題  

1病診の機能分化、役割分担を推進するため、診療所の初・再診料は病   

院より高く設定していたが、初診の際にかかる手間は変わらないことから、   

平成18年度においては初診料の統一を行った。同一日に複数の診療科   

を受診した場合の、2つ目の診療科の初診の評価を行った。平成20年度   

には、病診の格差を縮小するため病院の再診料の引き上げを行った。  

（参考資料P2．3）   

2 初・再診料の評価において、診療科による差は設けていないが、小児科   

については、乳幼児加算等により評価されている。患者本人又は家人に   

より行うことが可能な処置について、基本診療料に含めて評価を行った。  

（参考資料P4）   

3 外来管理加算は、一定の処置や検査、リハビリテーション等を必要としな   

い患者に対して、それらを行わずに計画的な医学管理を行った場合の評   

価であったが、医師が患者の療養上の疑問に答え、概ね5分を超えて疾   

病・病状や療養上の注意等に係る説明を懇切丁寧に行う場合に加算で   

きることとする見直しを行った。（参考資料P5）  

第2 診療報酬上の評価  

1初・再診料は初診、再診の際の基本的な診療行為を含む一連の費用を   

評価したもので、簡単な検査、処置等の費用が含まれている。  

考えられる。  

2 初診につい   

に関しては、   

の病臨、診療  

ては、病院と診療所で同一の評価を行っ七いる。再診  

般病床200床以上の病院に対する評価と、それ以外  

折に関する評価を設けている。  

AOOO 初診料  

Å001 再診料  

270点  

平成20年度改定後  

1病院の場  

2 診療所の  

1病院の場合  60点  

2診療所の場合 71点  

Å002 外来診  

社会医療診療  

70点（一般病床200床以上）  

〒為別調査（各年6月審査分）  

平成19年  平成20年  

実施件数  算定回数  実施件数  算定回数  

22，147，575  22，360，761  17，602，915  17，754，275  

7，190，252  13，879，460  7，553，384  14，278，774  

38，464，883  78，668，243  30，995，073  62，581，252  

初診料、再診料等の中に含まれると考えられるもの  

（1）診療にあたって、個別技術にて評価されないような基本的な診察  

や検査、処置等   

・視診、触診、問診等の基本的な診察方法   

・血圧測定、血圧比重測定、簡易循環機能検査等の簡単な検査   

・ 点眼、点耳、100平方センチメートル未満の皮膚科軟膏処置等  

の簡単な処置  

等  

10，024，342  14，132，569  9．760，883  13，900，972  

（参考）社会医  診療行為別調査入院外レセプト件数  

平成19年  平成20年  

74，626，808  63，875，481  

200床未満病  7▲601，770  7，915，827  

診療所  53，122，968  42，614，472  

200床以上病  13，902，070  13，345，182   



検査並びにリハビリテーシ   

麻酔及び放射線治療を行わ   

社会医療診療  

平成19年  平成20年  

実施件数  算定回数  実施件数  算定回数  

外来管理力  算  23，285．141  35，156，635  21，297，336  32，336，222  

院  7，190，252  13，879，460  7，553，384  14，278，774  

n              療  

所   

医師による   診断と適切な指導があれば、必ずしも医師等の医療   

事者による高   支な技術を要せず、患者本人又は家人により行うこ   

が可能な処置   こついては．、基本診療料に含めて評価を行った。  

4  

3 軽症の救急患者を地域の身近な診療所において受け止める観点   

から、診療所における夜間、早朝等における診療の評価を行った。  

AOOO 初診料   

注6 夜間・早朝等加算  50点  

AOOl 再診料   

注5 夜間■早朝等加算  50点  

届出医療機関数（診療所）  

平成20年   

夜間・早朝等加算   36，881   

（参考：平成19年医療施設調査より）一般診療所：99，532  

社会医療診療行為別調査（各年6月審査分）  

平成20年  

実施件数  算定回数  

初診料 夜間・早朝等加算  692，008  692，492  

再診料 夜間・早朝等加算  1，365，100  1，890，792  

（参考）初診料  17，602，915  17，754，275  

（参考）再診料  7，553，384  14，278，774  

診療所  30，995，073  62，581，252  

4 外来管理加算について、意義付けの見直しを行い、患者の療養上   

の疑問に答え、疾病・病状や療養上の注意等に係る説明を懇切丁寧   

に行う場合の評価とした。  

AOOl 再診料  

注6 外来管理加算  

改定前   平成20年度改定後   

52点   

52点  

提供する場合   

④   

病院  47点   

診療所  57点  



初再診料  

（参考資料）  

基本診療料について   

基本診療科1ま、初診若しくは再   除及び入院の膵に行われる基本的な診療行為の兼用を一括して評価するもの。   

270点  

来での初回の診療時に算定する点数。基本的な診療行為を含む一連の費用を評価したもの。簡単な検  
、処t等の費用が含まれている。  

初・再診料   病院 60点  
診療所 Tl点  

来での二回目以降の診療時に一回毎Iこ算定する点数。基本的な診療行為を含む一連の費用を評価した  
の。簡単な検査、処置等の費用が含まれている。   

本的な医学管理、書経、療養環境の提供を含む一連の費用を評価したもの。簡単な検  
病棟の種別、看護配置、平均在浣日数等により区分されている。  

例）  1．555点  

入院基本料   10対1入院基本料  1．300点  

1〇対1入院基本料  1．092点  

15対1入院基本料  95ヰ点  

な   
処置  費用が含まれている。   

120点  

入院基本料等加井   
30点  

療記録管理者の配置その他の診療録管理体制を評価）   

集  治療、回復期リハビリテーション、重急性期入院医療等の特定の機能を有する病棟又は病風こ入院した囁  

特定入院料  
処置等の費用が含まれている。  

11．200点  

1  

平成20年度改定後  

【皮膚科軟膏処置】  

1100平方センチメートル未  

満  

【消炎鎮痛等処置】  

3 湿布処置 口 その他のもの  

【熱傷処置】  

1100平方センチメートル未  

満  

【眼処置】  

所定点数には、洗眼、点眼、片眼  

帯、巻軸帯を必要とする処置、蒸  

気毒法、熱気葛法、イオントフォ  

レーゼ及び麻薬加算を含む  

【耳処置】  

点耳、耳浴、耳洗浄及び簡単な耳  

垢栓除去を含む  

【鼻処置】  

鼻吸引、鼻洗浄、単純鼻出血及び  

鼻前庭の処置を含む  

【皮膚科軟膏処置】  

1（削除）  

【消炎鎮痛等処置】  

3 湿布処置 ロ（削除）  

【熱傷処置】  

1については、第1度熱傷では  

算定しない  

【脹処置】  

所定点数には、片眼帯、巻軸帯  

を必要とする処置、蒸気篭法、  

熱気毒法、イオントフォレーゼ  

及び麻薬加算を含む  

【耳処置】  

耳浴及び耳洗浄を含む  

【鼻処置】  

鼻吸引、単純鼻出血及び鼻前庭  

の処置を含む  

第4 論点  

1 病院と診療所の役割分担と初・再診料における評価について、ど   

う考えるか。（参考資料P2．3，6－12）  

2 各診療科が担う役割と、初一再診料における評価について、どう   

考えるか。（参考資料P4．13－20）   

3 外来管理加算について、診療報酬上の評価をどう考えるか。（参   

考資料P5，21，22）  

由＿＿m▼  



初・再診料・加算の一覧   
員夢  ●  

l  l  l   ！  ‡   

l  

初診  再診  
初診料  再診料  外来診療料  

診療所  一般病床200床未満の病院  一般病床200床以上の病院  

小l  科  その他診療科  小児科  その他診療科  小児科 けの他診療科  小児科  その他診療科   

1診療科日  270  71  60   70   
同一包2診療科目  135  
話再診  71  60  

し幼児加算（6歳未満）  72  35  35   
間外加算  85  65  65   

本日加算  250  190  190   
深夜加算  480  420  420   
し幼児時間外加算  200  135  135   
L幼児休日加算  365  260  260   
乳幼児深夜加算  695  590  590   
閣外加算特例  230  180  180   
幼児時間外加算特例  345  250  250  
児科標梯保険医療機関に ナる夜間加算特例    200  

135  135 - 135  

児科楕湧保険医僚機関に ナる休日加算特例    365  
260  260 - 260  

児科椋楕保険医療機関に  
ナる深夜加算特例  695  590  590 - 590  

間・早朝等加算  50  （診療所に限る）  50  
子化加算  3  

平成20年度診・    報酬改定における外来管理加算の取扱いについて  

】   

検査、リハビリテーション等を必要としない患者に対して、  

を箆ね里⊆計画的な医学管理を行った場合に、再診料に   

加算され    もの（1回 520円）   

しかしながら、  

○処置や検査    が行われない場合に加算されることから、患者にとってわかりに   
くいとの指摘    ○あること   

○過酷な労働  
こと  

平成20年度診療   酬改定の内容 

0  

上の疑問に答え、概ね5分を超えて疾病・病状や療養上の  

懇切丁寧に行う場合に加算できることとした。  

5  

初診料の評価の変遷  

甲表208局 乙表205点  

甲表160点 乙表135点  甲蓑180点 乙表150点  

再診料・外来管理加算の評価の変遷  



医療費の動向  科総医療費に占める初再診料の割合  

平成20年度医療費の内訳  
初再診料等の占める割合は約8．3％。  

（平成20年度医療費の動向）  （平成20年社会医療診療行為別調査）  

入院外1人1日当たり医療費  診療所医療費に占める初再診料の割合  

病院において  再診料等の占める割合は約3．1％、診療所においては20．7％。  

入院外1人1日当たり医療費  入院外1人1日当たり医療費伸び率の推移  
（％）  外来管理加  

10′ヨ59  

5′934  

外来診療 初再診料加  
算等．0．ユ％  

入院基本  
料．25．0％  

病院  診療所  
（平成20年度医療費の動向）  （平成20年社会医療診療行為別調査）   



病床規模男  J病院医療費における初・再診料等の占める割合   

○病床が少ない   
高い。   

0，00！iO．50，（1．00，も 1．50，i2．00％ 2．50，（3，OD，i3．5D？i  

潜  

ー≡臨lク7   

20・－4  】l．6，il  

病院入院外  

け％  10％    2研（    30％    4m    50％    60％    70％    88％    90％    1α》i  

50  

100～  

200一｝  

300～  

500  

（平成19年社会医療診療行為別調査）   

入院外診療所診療科別医療責  

円）  

入院外診便所主たる診療科別1人＝］当たり医療費  7′91                          3   

内科  
斗   

万円  入院外診療所主たる診療科別1施設当たり医療費  

⊥Uノ8コ  ヱ  

l  診    所    内手‡  小児科   外科   整形外科  皮膚科  産婦人科   眼科                      耳暮  
困喉奉  

費の   

D％  1〔〉％    20％    ユ0％    40％    5耶‘   60％    7椚i   80％    ヨ0％   1∝）％  

ロ初・再診  ■医学管理等  ■在宅医探  ■検査  ■画像診断  
且投薬  ■注射  gリハビリテーション ■精神科専門棟法  ■処置  

■手術  麻酔  一放射線治療  病理診断  

※平成祁年社会医療行為別調査の診療所入院外データについては、人工腎臓の影響を補正するためワーキンググ10   
ループで特別集計したデータを使用（以降の資料においても特別集計後のデータを使用）  

（平成20社会医療診療行為別調査l  

入院外医療真に占める初診料・再診料等の比率  

¢
0
 
 

病院入院外医療費に占める初再診料  

0・08％  5．00％  川．00％  15．00％  20．00％  25．00％  

（
 
も
 
 
0
 
 
8
 
 
G
 
 
4
 
 
2
 
 
 

診療所入院外医療費に占める初再診料  

00D％  5．00％  用．0ロ％  1500％  2000％  25．08％   

ロ初診料□初診料加算：E再診料口外来管理加算□再診料加算 外来診療料 外来診療料加科  

（平成20社会医療診療行為別調査）  



ロ  

0．0％     5．0  10．0％   15．0％    20．D％    25．0％    ユ0．0％    35．0％    40．0％    45．0％   

総数  
】  】  l  

内科  

精手中科又は神纏科  
‘  l  

11．3％－さ、 

l  

○  

小児科  18．4％  34．0％  

l  l  l  1  1  l  

整形外科  17．9％∴ギ 巨．2％l27  

l  l  l  

皮オ科  25．9％  

外科  
10．g％   l36％l】42・  

l  u  

l  

産婦人科  10，   ％  泌尿揚科   

l  l  量  
眼科  ロ   ．2％  8％  

l  l  l  

耳鼻いんこう科  19．0％  

行為別調査  

う科、小児科は初診料の占める割合が高い。－一方、整   

17  

（平成19年社会医療診療行為別）  

入院外診療所診療科別医療費  

診療所における1施設当たり医業・介護収益、費用  診療所における1施設当たり損益率  

iO  

ZS  

0  

u  

0  

5  

相即舟鱗銅   

□医業・介護収益 ■医業・介護費用  

相即跡瑚即  

（平成21年度医療経済実態調査）  

H21．6月分  

rl  

14  

診療所入院外医療貴の内訳（大分類）  

ロ初・再診  
■医学管理等  
■在 宅 医 療  
■検   査  
■画 像 診 断  
■投   薬  
1注   射  

■リハビリテーション  

■精神科専門療法  
■処   置  
■手  術   
麻   酔  

暮放射線治療   
病 理 鯵l折   

（平成20社会医療診療行為別調査）15  

ノーd  



図表68 平成20年4月以降の診察内容の変イヒ  

「症状・状態についての医師からの説明」（患者）   

■3月以前よりもわかりやすい   83月以前と変わらすわかりやすい  

臼3月以前と変わらす’わかりにくい 田ユ月以前よりもわかりにくい  
ロ無巨I答  

21  

診療所入院外1件当たり初診料算定回数  

○医科診療所入院外における初診料算定回数を診療科別に見ると、小児科、皮膚科、耳  
鼻いんこう科で初診料算定回数が多い。  

000  0．10  d．io  o．う0  0．4d  o．50  0．由  

（平成20社会医療診療行為別調査）18  

診療所入院外1件当たり再診料算定回数  

、  

○医科診療所入院外における再診料算定回数を診療科別に見ると、整形外科、外科にお j   
いて再診料算定回数が多い。  

J  

d．00   0，盲0   1．00   1．50   ラ．bo   2．50   】∞   3．幻   4，00   4．50  

（平成20社会医療診療行為別調査）19  




